
き
た
が
、
十
一
月
二
十
七
日
、

三
宮
店
を
、
山
本
通
三
星
堂
向

い
の
東
洋
プ
ラ
ザ
一
Ｆ
に
、
一

品
料
理
の
民
芸
調
お
食
事
処
を

つ
く
っ
た
。

設
計
施
工
は
イ
ン
テ
リ
ヤ
・

イ
リ
フ
ネ
で
、
本
格
的
に
土
の

香
を
と
り
入
れ
た
凝
っ
た
デ
ザ

イ
ン
。
カ
ウ
ン
タ
ー
、
八
畳
、

六
畳
、
六
畳
と
三
部
屋
あ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
自
在
が
か
か
っ
て
い

た
り
、
趣
き
を
異
に
し
て
素
朴

な
田
舎
風
情
を
出
し
て
い
る
。

昼
食
も
美
味
し
い
お
弁
当
が
で

る
の
で
お
昼
間
か
ら
利
用
で
き

る
。
（
三
宮
店
雪
二
四
一
’
五

一
一
一
）

★
三
度
目
の
ベ
ル
な
ら
す
〃
鈴

サ
ン
タ
の
雪
ぞ
り
の
ベ
ル
が

聞
こ
え
て
く
る
十
二
月
二
日
、

く
ら
ぶ
〃
鈴
“
（
生
田
区
中
山
手

一
ノ
ー
一
一
雪
三
三
一
’
二
四

○
三
）
は
三
周
年
を
迎
え
た
。

マ
マ
の
山
田
昌
子
さ
ん
は
、

●

お
値
段
は
八
○
円
’
二
○
○

円
で
、
と
て
も
お
い
し
い
の

で
す
。
こ
の
他
、
焼
う
ど
ん

ダ
ッ
ク
ラ
ン
チ
な
ど
と
メ
ニ

ュ
ー
も
こ
ん
で
い
て
、
オ
フ

ィ
ス
レ
デ
ィ
ー
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
、
学
生
と
巾
広
い
人
気

カ
ウ
ン
タ
ー
で
頑
張
っ
て

い
る
の
は
マ
コ
ト
君
と
い
う

学
生
さ
ん
御
主
人
も
気
さ
く

な
人
で
、
お
店
の
中
が
い
つ

も
明
る
く
て
い
い
ム
ー
ド
な

の
で
す
。
ダ
ッ
ク
の
マ
ー
ク

と
手
製
メ
ニ
ュ
ー
の
看
板
が

目
印
で
す
。

花
隈
検
番
に
も
鈴
丸
さ
ん
の
名

で
席
を
お
く
だ
け
あ
っ
て
、
も

て
た
し
ぶ
り
も
あ
か
ぬ
け
た
も

の
。
花
隈
お
ど
り
で
も
〃
秋
草

譜
″
を
踊
っ
て
尾
上
流
の
名
取

り
の
腕
を
み
せ
た
は
り
き
り
マ

マ
さ
ん
だ
。

☆
敷
嘘
屋
三
宮
店
開
く

阪
急
六
甲
の
民
芸
風
レ
ス
ト

ラ
ン
〃
敷
嘘
屋
（
神
戸
市
灘
区

宮
山
町
三
丁
目
九
電
八
八
一
’

一
○
八
一
）
が
四
年
目
を
迎
え

て
〃
石
し
や
ぶ
″
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
肉
料
理
を
あ

み
だ
す
な
ど
で
人
気
を
呼
ん
で < らぷ鈴の３周年風景

鍵 ぴっと･ いん霧陽坤哩

: f 噌鉾

蝋

、
神
一
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

☆
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

ダ
ッ
ク

神
戸
市
生
田
区
栄
町
一
一
丁
目
佐
野

達
ビ
ル
－
Ｆ

缶
Ｅ
Ｌ
３
３
１
１
５
０
５
３

栄
町
、
旧
市
電
筋
山
側
、

元
町
オ
フ
ィ
ス
街
に
誕
生
し

た
ダ
ッ
ク
。
地
中
海
風
の
白

と
グ
リ
ー
ン
の
調
和
が
美
し

い
。
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
一
二

○
円
で
毎
日
変
わ
っ
た
ク
ッ

キ
ー
を
付
け
て
く
れ
る
。
そ

れ
に
、
こ
こ
の
ご
自
慢
は
ト

ー
ス
ト
。
六
種
類
も
あ
っ
て
、

傘

ミリオナークラブのアイジヨージシヨウ

1３８

の
ミ
リ
オ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
ア

イ
ジ
ョ
ー
ジ
を
招
い
て
、
あ
ゆ

み
の
箱
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
を

開
い
た
。
第
一
回
、
第
二
回
と
も

に
デ
ィ
ナ
ー
つ
き
の
シ
ョ
ウ
で

第
三
回
は
シ
ョ
ウ
の
み
。
津
野

晴
夫
の
バ
ン
ド
に
の
せ
て
、
ア

イ
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
き
た
え
た
の

ど
を
ご
披
露
し
た
。
な
お
ミ
リ

オ
ナ
ー
ク
ラ
ブ
は
土
曜
モ
ダ
ン

寄
席
を
十
二
月
か
ら
初
め
て
い

る
。
十
二
月
十
六
日
宮
川
左
近

十
二
月
二
十
三
日
天
地
総
子
十

二
月
三
十
日
レ
ッ
ッ
ゴ
ー
三

匹
。
お
笑
い
お
さ
め
を
す
る
人

も
多
い
と
か
。

☆
ド
イ
ツ
風
ス
ナ
ッ
ク

ア
ム
・
ラ
イ
ン
を
ご
存
知
？

生
田
新
道
を
北
上
し
た
加
古

ビ
ル
３
Ｆ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
通

路
「
ラ
イ
ン
川
」
を
眺
め
て
い

る
光
景
、
の
ん
び
り
と
飲
ん
だ

り
、
唄
っ
た
り
、
食
事
を
し
た

り
と
い
う
純
ド
イ
ツ
肌
ス
ナ
ッ

ク
「
ア
ム
・
ラ
イ
ン
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

マ
マ
は
ク
ラ
ブ
小
万
に
い
た

千
恵
さ
ん
。
ド
イ
ッ
ム
ー
ド
の

お
好
き
な
方
は
ど
う
ぞ
ノ
．

☆
ア
イ
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
あ
ゆ

み
の
箱
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

十
二
月
九
Ｈ
（
上
）
山
本
通 敷炉屋三宮店のカウンター
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三宮・大丸北
トァ・ロード
33 1 - 1 3 0 9 . 6 2 3 4

唖D 4 0 4 5
③4 9 6 9
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額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

あけまして
おめでとうございます

さんブラザ地階T E L 3 3 1 - O O 8 7
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４

明るくオープンしたフアミリア

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
国
際
会
鮪
．
Ｆ
の
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
で

廻
月
５
，
１
哩
月
泌
凹
ま
で
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
セ
・
ル
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
お
買
上
げ
の
お
蝉
織
に
は
、
も

れ
な
く
称
製
カ
レ
ン
ダ
ー
を
。
五
○
、

○
○
○
円
以
ｋ
お
買
上
げ
の
人
に
は
シ

坐
．
ネ
ル
セ
ッ
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。
べ
一
一
・
・
毛
皮
麻
に
惟
今
、
紫
敵

な
商
品
が
数
多
く
揃
っ
て
い
潰
す
。
あ

な
た
も
・
度
い
ら
し
て
み
て
は
。

★
●
元
町
一
毛
丁
目
・
海
川
魚
料
理
の
時
雨

茶
屋
が
今
年
Ｅ
五
十
周
年
を
迎
え
童
し

た
。
琴
に
は
店
舗
改
装
も
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
と
の
色
と
で
す
。

★
急
ん
プ
ラ
ザ
心
二
Ｆ
の
三
愛
で
・
・
一
月

ト
ヒ
Ｈ
に
、
・
風
挫
つ
た
う
プ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
蛍
し
た
。
プ
チ
ス

ク
ジ
オ
を
う
蔭
く
利
用
し
て
、
ヤ
ン
グ

に
受
け
受
け
の
フ
プ
ッ
シ
ョ
ン
シ
閲
Ｉ

で
し
た
。
次
回
を
お
楽
し
み
庭
〃
．

★
十
一
吋
に
改
装
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
た
元
町

“
Ｉ
目
の
イ
ク
シ
マ
ヤ
は
落
蒲
い
た
シ

ッ
ク
な
ム
ー
ド
ぷ
い
ご
ぱ
い
で
脊
診
。
ハ

ン
ド
バ
ッ
ク
、
γ
ク
セ
サ
リ
ー
、
卿
芸

器
が
必
数
魁
富
に
揃
っ
て
い
ま
す
。
店

頭
に
は
以
前
と
同
謬
ワ
ゴ
ン
に
、
ど
っ

し
り
亜
い
陶
器
の
灰
皿
や
、
．
；
上
，
，

カ
ッ
プ
、
お
溺
呑
み
、
お
漉
口
が
手
軽

な
お
仙
段
で
並
ん
で
い
て
、
ご
き
げ
ん

な
の
で
す
。

★
さ
ん
ち
か
風
月
堂
喫
茶
室
の
絵
画
シ

リ
ー
ズ
”
ル
ナ
・
ピ
ナ
コ
テ
ィ
カ
好
。

９
月
加
臼
か
ら
『
二
カ
月
展
示
さ
れ
て
い

た
灘
画
家
広
瀬
安
美
氏
の
絵
に
代
っ
て

同
氏
の
子
供
鰭
が
登
掛
。
あ
ど
け
な
い

子
供
の
餌
が
ず
ら
り
並
ん
で
、
と
て
も

か
わ
い
い
。
こ
の
絵
弦
皿
月
鰐
日
煮
で

で
、
そ
の
後
は
目
一
ヵ
月
、
川
水
面
の
山

平
詫
眼
氏
の
美
人
両
が
飾
ら
れ
ま
す
。

美
術
鑑
賞
し
な
が
ら
、
け
い
お
ぜ
ん
ざ

い
な
ど
は
い
か
が
。

☆
お
も
ち
ゃ
の
カ
メ
ヤ
臆
は
お
正
月
の

羽
子
板
、
破
歴
門
が
い
っ
ぱ
い
。
羽
子

板
は
幼
児
踊
凶
ｊ
Ｑ
円
か
ら
、
破
魔
弓

は
七
姪
Ｃ
Ｏ
河
か
ら
。
羽
子
版
っ
て
や

っ
ぱ
り
情
緒
が
あ
っ
て
も
い
い
も
の
で

胸
う
。
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歩行者天国には広い通りでも０．Ｋ

☆
高
村
智
恵
子
さ
ん
の
「
あ
じ

さ
い
」
を
大
壁
画
に

神
戸
市
が
建
設
中
の
市
立
中

央
公
会
堂
（
生
田
区
楠
町
）
の

南
側
壁
面
に
〃
神
戸
市
の
花
″

ア
ジ
サ
イ
が
モ
ザ
イ
ク
壁
面
と

し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
。

原
作
者
は
「
智
恵
子
抄
」
で

有
名
な
高
村
智
恵
子
さ
ん
。

晩
年
に
制
作
さ
れ
た
花
を
テ

ー
マ
に
し
た
紙
絵
作
品
の
う
ち

の
一
つ
、
「
あ
じ
さ
い
」
を
高

村
家
の
承
諾
を
得
て
使
う
こ
と

に
な
っ
た
。

肌
色
の
花
瓶
に
生
け
ら
れ
た

一
輪
の
あ
じ
さ
い
は
薄
青
色
。

淡
い
ピ
ン
ク
の
地
に
描
か
れ
て

お
り
、
静
か
な
趣
き
を
た
た
え

た
絵
で
専
門
家
に
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

工
事
の
監
修
に
は
、
田
中
答

画
伯
（
川
崎
市
在
住
、
第
一
回

安
井
曽
太
郎
賞
受
賞
）
が
あ
た

り
、
費
用
は
約
二
千
万
円
と
い

エ
フ
。Ｈ

中
央
公
会
堂
は
二
千
人
収

容
の
大
ホ
ー
ル
と
九
百
人
収
容

の
中
ホ
ー
ル
を
備
え
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
六
階
、

地
下
二
階
の
も
の
で
、
今
秋
完

成
の
予
定
。
本
格
的
な
〃
文
化

の
殿
堂
″
に
、
と
集
ま
る
期
待

は
大
き
い
。

一
番
目
を
ひ
く
場
所
に
飾
ら

れ
る
「
あ
じ
さ
い
」
の
壁
価
は

正
面
玄
関
か
ら
神
戸
駅
ま
で
続

く
〃
彫
刻
通
り
″
と
共
に
高
い

人
気
を
集
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

☆
Ａ
＆
Ｗ
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
第
一
号
店
オ
ー
プ
ン

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
株
式
会
社

（
内
海
十
雄
社
長
）
が
昨
年
、

十
二
月
一
、
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・

フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
の
第
一
号

店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

場
所
は
大
丸
神
戸
店
一
階
。

新
し
い
も
の
の
キ
ャ
ッ
チ
が
早

一
一

い
神
戸
っ
子
の
評
判
は
ｋ
々
・

大
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

弓
幽
旨
目
‐
の
ご
〕
の
を
と
っ
て

い
る
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
好
み
の
も
の
を
パ
ク

つ
い
た
り
、
飲
ん
だ
り
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
営
業

時
間
は
、
午
前
八
時
ｌ
午
後
八

時
。
原
則
と
し
て
は
年
中
無
休

と
な
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー
ド
と
は

〃
速
さ
″
を
一
つ
の
売
物
と
す

る
食
品
群
の
こ
と
。
清
潔
な
お

店
で
素
早
く
手
に
で
き
る
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
。
品
質
も
一
○
○
％

純
ビ
ー
フ
・
パ
テ
ィ
ー
と
く
れ

ば
、
も
う
最
高
／
，

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
並
ん
で
、

ド
リ
ン
ク
の
方
は
ル
ー
ト
ビ
ァ

チ
種
Ｏこ

ち
ら
は
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の

清
涼
飲
料
。
草
木
の
根
を
エ
キ

ス
に
し
た
天
燃
飲
料
で
自
然
を

の
も
う
と
い
う
も
の
。
米
国
で

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

’
4２

☆
私
の
心
（
誰
蝋
蜘
浮
鵠
）

私
は
小
さ
い
時
か
ら
こ
ん
な
に
な
っ

て
、
大
き
く
な
り
し
ぜ
ん
と
わ
る
く
な

っ
た
。
小
さ
い
人
や
大
き
い
人
に
い
わ

れ
て
な
い
て
ば
か
り
い
た
。
う
ち
に
い

る
時
、
母
の
て
つ
だ
い
を
す
る
の
が
私

の
す
く
い
だ
っ
た
。
私
の
で
き
る
し
ご

と
を
い
つ
し
古
う
け
ん
め
い
し
た
い
。

久
留
米
の
大
学
病
院
に
い
っ
て
、
私

よ
り
か
わ
い
造
う
な
人
を
見
て
私
は
か

な
し
か
っ
た
。
く
る
し
い
時
、
か
な
し

い
時
も
あ
る
。
で
も
ま
け
な
い
で
生
き

て
行
く
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
苦

労
さ
せ
た
分
ま
で
し
ご
と
を
早
く
お
ぼ

え
、
世
間
に
早
く
出
て
、
親
を
安
心
さ

せ
、
努
力
、
協
力
、
か
ん
し
や
を
わ
す

れ
ず
、
生
き
て
行
き
た
い
。
ど
ん
な
に

思
っ
て
も
、
自
分
が
し
っ
か
り
し
て
い

た
ら
何
で
も
や
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

人
間
と
生
れ
た
こ
と
を
か
ん
し
や
し

て
生
き
た
い
。
（
成
人
施
設
入
閲
生
）

ち
え
お
く
れ
と
い
う
障
害
を
持
っ
た

人
た
ち
が
、
懸
命
に
生
き
て
い
ま
す
。

同
じ
社
会
人
と
し
て
、
彼
ら
へ
の
理
解
、

協
力
と
連
椛
の
輪
の
ひ
ろ
が
り
を
願
っ

て
い
ま
す
。
彼
ら
も
含
め
て
全
て
の
人

が
「
人
間
と
生
ま
れ
た
こ
と
を
感
謝
し

て
生
き
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

本
運
動
で
は
献
金
領
収
カ
ー
ド
の
増

刷
を
控
え
文
案
の
改
訂
を
考
え
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
誕
生
祝
カ
ー
ド
の
作
成

も
考
え
て
い
ま
す
。
ち
え
を
お
借
し
く

だ
さ
い
。
（
本
部
ま
で
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
禦
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
二
五
八
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戸
市
・
害
家
）
武
野
金
霞
（
宍

架
郡
・
蒔
絵
作
家
）

文
化
功
労
賞
１
大
橘
良
三

（
神
戸
市
．
ｎ
本
画
家
）

県
民
感
謝
賞
神
戸
新
聞
学

芸
部
（
兵
庫
探
険
取
材
班
）
渡

辺
武
雄
（
西
宮
市
・
演
出
家
）

☆
の
じ
ぎ
く
文
庫
よ
り

「
怨
霊
の
ふ
る
さ
と
」

廻
月
１
Ⅱ
に
の
じ
ぎ
く
文
庫

よ
り
「
怨
霊
の
ふ
る
さ
と
〈
兵

庫
の
ミ
ス
テ
リ
ー
〉
」
が
出
版

さ
れ
た
。
著
者
は
神
戸
新
聞
記

肴
、
神
戸
市
学
会
常
任
編
集
委

災
の
有
井
推
さ
ん
。
彼
は
十
年

あ
ま
り
の
手
持
ち
資
料
を
ま
と

め
て
兵
庫
各
地
の
怪
談
、
奇
談

を
列
記
し
、
風
土
と
歴
史
の
中

か
ら
興
味
深
く
描
き
出
し
て
い

る
。
定
価
六
五
○
円
。
送
料
一

五
○
円
。

☆
古
稀
記
念
に
香
西
精
氏

〃
能
謡
新
考
″
発
刊

兵
庫
米
殺
Ｋ
Ｋ
社
長
の
呑
両

精
氏
（
七
○
）
は
、
世
阿
弥
研

オブリガルド. ノシーメン

1４３

は
〃
絹
の
飲
物
″
と
し
て
根
強

い
人
気
が
あ
る
。

Ａ
＆
Ｗ
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
Ⅱ
本
展
開
第
２
号
店
は

大
丸
心
斎
橋
店
に
決
定
、
一
月

下
旬
か
二
月
上
旬
に
は
オ
ー
プ

ン
の
予
定
と
か
。
今
後
五
年
間

に
二
○
○
店
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店
の
計
画

で
進
め
て
い
る
。
そ
の
第
一
号

店
、
ま
だ
お
試
し
で
な
い
方
、
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
・
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
帥
円
、
ホ
ッ
ト
ア
ッ

プ
ル
パ
イ
帥
円
、
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
帥
円
、
ル
ー
ト
ビ
ア
（
小
）

帥
円
コ
ー
ヒ
ー
卵
円
ｅ
ｔ
ｃ
。

☆
さ
よ
な
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の
シ
ー

マ
ン
た
ち
／
，

神
戸
っ
子
サ
ン
バ
ス
ク
ー
ル

で
お
な
じ
み
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ル
イ
ス
号
（
三

菱
重
工
の
ド
ッ
ク
で
拡
ト
ン
中

の
タ
ン
カ
ー
）
の
船
災
さ
ん
達

は
本
場
の
サ
ン
パ
リ
ズ
ム
を
．

簡

美
術

ガ
イ
ド

劇
… 綴瀞

癖今鐙った半ドンの会

－
チ
し
た
が
、
十
一
月
二
十
流

Ⅱ
に
は
、
神
戸
海
且
会
館
で
、

兵
庫
県
肢
体
不
ｎ
曲
児
協
会
の

主
催
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ

に
も
出
演
し
て
側
伯
親
善
を
深

め
た
。そ

の
様
々
な
親
交
に
こ
た
え

て
十
二
月
七
Ⅱ
お
別
れ
サ
ン
バ

パ
ー
テ
ィ
を
〃
サ
ン
セ
プ
ン
〃

（
サ
ン
プ
ラ
ザ
七
Ｆ
）
で
開
き
、

神
戸
っ
子
サ
ン
バ
ス
ク
ー
ル
と

甲
南
大
学
ブ
ラ
ジ
ル
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
な
ど
約
五
○
名
が
集

ま
っ
て
に
ぎ
や
か
な
サ
ン
バ
の

リ
ズ
ム
と
踊
り
に
楽
し
い
陽
気

な
ひ
と
と
き
を
過
し
た
。
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
出
演
の
た
め
記

念
品
贈
呈
も
あ
っ
て
、
心
暖
た

ま
る
親
善
の
夜
だ
っ
た
。
オ
ブ

リ
ガ
ル
ト
ノ
．
（
あ
り
が
と
う
の

意
）☆

年
の
瀬
に
半
ド
ン
の
会

哩
月
を
迎
え
る
と
、
恒
例
の

芸
術
文
化
団
体
「
半
ど
ん
の
会
」

の
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
る
。

今
年
は
哩
月
８
日
約
三
百
名

の
多
彩
な
文
化
人
が
集
っ
て
神

戸
大
丸
大
食
堂
で
開
か
れ
た
。

今
凹
の
文
学
堂
受
賞
荷
は
Ｉ
頴

凪
島
一
二
郎
（
尼
崎
市
・
歌
人
）

川
口
志
保
子
（
姫
路
市
・
童

話
作
家
）

美
術
賞
Ｉ
元
川
滞
津
美
（
神

戸
市
・
洋
間
家
）
広
津
雲
仙
（
神

豊山瀬金☆日第 - ，神☆ケ新第お★鉱虹現第Ｋ★民★第第佐★★★竹巨☆田本川丸三本３ア戸ギミ瀞６正さ３の美１４ＣＫ芸三７６藤そ南白久匠兵
芳清澄洋菱水回フ市ヤ力を回月ん回会雄回ｃｃ古宮回回光ご蛮浬夢プ庫
久一子子ホ彩紅ガ定ラル寿さおち武洋団名児Ｃ丹ピグー園う美美二ｌ県
神写造抑Ｉ共蘭二時リシぐんもか庫画兵士童ギ波ルル松美百術術展ル立
戸真花繕ム叩会ス制Ｉユマちち広川展胆賀教ヤと南Ｉ会人貨館館デ近
風展展作．支門夕高ル代尖局番共場享斎農毒了擢嘉潔嘆の美景品Ｉ部下ン校
ユ日ユユ１２展ナ１展１生１Ｌユ2 作ユフユ生１書ユ会エ大１１腰１１初１１焼階１炎１名１階１１１全術
/ 本/ / ／Ｉ／／書/ 小/ 品／二/ 花/ 鰻／／写/ ／／／展《繍燃織鵠“驚館2 5 画1 8 1 1 2 9 ギユ８１１作６山2 9 展１８ア1 2 展６３３０真2 3 1 6 9 ４
１１１１ヤ’’展ｌ保ＩｌＩｌｌｌ部ｌｌＩＩｌ大会Ｉ展ｌ道ｉｉｉ
１１１１ラ１１１写１１」』１２隈１１１１１即場１１展１２１
／／／／リ／／／真／／／／／／／／／／／亮／／／’休休／／
3 ０２３１６９１２３１５１０展５２３１５１０５５２９２２１５８１０会２４１７１０館館２５２１

蛾鶴； 鱗: 譲鱗 ③

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



び
た
と
い
う
こ
と
が
そ
の
ま

ま
革
新
の
時
代
を
象
徴
す
る

と
は
思
え
な
い
。

革
新
が
選
挙
上
手
で
、
保

守
が
選
挙
下
手
な
の
か
。
保

守
系
は
せ
ん
じ
つ
め
れ
ば
全

く
マ
ー
ケ
ッ
テ
ン
グ
リ
サ
ー

チ
を
忘
れ
た
か
無
視
し
た
と

し
か
思
え
な
い
。

現
代
は
、
特
に
都
市
地
域

は
昭
和
年
代
が
、
約
卯
％
を

し
め
る
と
い
う
厳
と
し
た
淋

実
を
無
視
し
た
保
守
が
、
惨

敗
し
て
も
致
し
方
を
か
る

』
っ
。ち

な
み
に
兵
庫
一
区
の
当

選
議
員
は
最
高
年
令
灯
才
、

最
低
の
年
令
が
詔
才
と
い
う

若
さ
で
あ
る
こ
と
を
凝
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

を
革
新
的
な
大
き
な
足
音
と

き
く
の
か
、
ム
ー
ド
選
挙
の

弊
と
受
け
と
る
べ
き
な
の
が

い
づ
れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ

れ
が
選
ん
だ
代
議
士
で
あ
り

国
の
政
治
の
す
べ
て
を
託
す

人
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
昭
和
年
代
の
選

挙
は
そ
れ
な
り
の
方
法
を
考

え
る
べ
き
で
落
選
は
す
べ
て

を
失
う
こ
と
な
の
だ
。

一
票
の
重
さ
、
大
切
さ
を

知
る
べ
き
で
る
。
〈
Ｙ
〉

’
4４

究
家
と
し
て
そ
の
学
問
的
業
積

は
、
「
世
阿
弥
新
考
」
（
昭
和
三

十
七
年
）
「
続
世
阿
弥
新
考
」
（
昭

和
四
十
五
年
い
づ
れ
も
わ
ん
や

書
店
刊
）
に
集
成
さ
れ
て
い
る

が
、
昨
年
末
、
京
都
の
桧
書
店

よ
り
、
世
阿
弥
に
照
ら
す
〃
能

謡
新
考
″
を
発
刊
さ
れ
た
。

〃
世
阿
弥
に
照
ら
す
〃
〃
作
者

と
本
説
〃
〃
世
阿
弥
生
誕
六
百

年
記
念
の
座
談
会
「
世
阿
弥
の

能
」
″
〃
能
と
茶
・
書
・
禅
″
な

ど
、
「
謡
曲
界
」
「
宝
生
」
「
観

世
」
「
文
学
」
等
に
執
筆
さ
れ

た
論
考
を
表
章
氏
の
編
集
で
ま

と
め
た
も
の
。
双
眼
を
病
ま
れ

て
、
読
み
書
き
不
能
の
氏
が
口

述
著
作
で
、
世
阿
弥
に
全
力
投

昭
和
年
代
の
選
挙

第
三
十
三
回
の
総
選
挙
が

終
っ
た
途
端
に
、
各
新
聞
社

と
も
我
が
意
を
得
た
り
と
ば

か
り
に
特
大
の
見
出
し
で
共

産
党
の
躍
進
と
い
う
字
が
踊

っ
た
。共

産
党
が
票
を
の
ば
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
岡
目
八
目

的
に
見
れ
ば
選
挙
上
手
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
て
、
票
が
の

花時計

球
さ
れ
る
姿
は
貴
い
。
「
こ
ん

な
本
格
的
な
編
集
で
、
好
い
眼

を
見
る
の
も
眼
が
悪
い
か
ら

だ
」
と
だ
じ
ゃ
れ
が
出
る
ほ
ど

お
元
気
な
ご
様
子
は
嬉
し
い
限

り
。
二
八
○
○
円
（
住
所
・
神

戸
市
東
灘
区
御
影
町
郡
家
千
本

田
一
一
九
の
六
）

☆
有
馬
温
泉
入
初
式

毎
年
一
月
二
Ⅱ
、
巾
営
有
馬

温
泉
会
館
の
階
上
で
行
な
わ
れ

る
入
初
式
と
い
う
併
式
ゆ
か
し

い
行
事
が
あ
る
。

有
馬
温
泉
の
守
謹
神
「
温
泉

神
社
」
か
ら
主
神
の
ご
神
典
と

同
温
泉
開
発
中
興
の
恩
人
、
行

雄
と
仁
西
両
僧
の
本
像
に
、
正

月
の
初
湯
を
捧
げ
る
儀
式
。

■

【
○
画
画
面
○
の
目

神
典
に
は
神
官
が
、
仏
典
に

は
僧
侶
が
付
添
い
、
旅
館
の
主

人
、
芸
妓
の
扮
す
る
湯
女
（
ゆ

ま
）
が
お
伴
を
し
て
、
式
場
へ

向
う
。式

は
、
初
湯
を
も
み
ほ
ぐ
す

湯
も
み
行
郡
に
は
じ
ま
り
、
由

縁
深
い
地
元
の
神
仏
に
初
湯
を

献
じ
、
そ
の
後
一
般
人
の
入
り

初
め
が
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
湯

女
う
た
は
昔
な
が
ら
の
も
の
で

聞
き
の
が
せ
な
い
。

式
が
終
わ
っ
て
神
輿
の
退
場

の
時
、
会
館
前
で
神
仏
と
湯
女

が
別
れ
を
お
し
ん
で
、
寄
せ
よ
、

返
せ
よ
、
と
押
し
あ
う
場
面
が

見
ら
れ
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

☆
邦
舞
の
花
柳
芳
次
郎
さ
ん
が
、
自
宅

改
築
に
あ
た
り
十
月
一
日
よ
り
約
八
ケ

月
左
記
に
移
転
さ
れ
る
と
お
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
〒
○
東
京
都
中
央
区
湊

三
ノ
十
二
ノ
七
種
（
○
）
二
七
八
八

☆
兵
服
ト
ョ
ダ
自
動
車
Ｋ
Ｋ
の
役
員
が

新
陣
容
と
な
り
取
締
役
社
長
龍
川
勝
二

専
務
取
締
役
滝
川
博
司
、
常
務
取
締
役

福
岡
保
一
、
取
締
役
市
川
不
二
雄
、
岸

本
馨
、
山
本
実
、
薮
田
俊
二
、
二
枝
二

郎
の
皆
さ
ん
が
就
任
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。
〒
○
神
戸
市
野
合
区
磯
辺
通
四

丁
目
七
番
地
の
二
三

☆
こ
の
ほ
ど
発
足
し
た
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
ｏ
Ｆ
ｏ

Ａ
）
の
仮
事
務
所
は
〒
○
神
戸
市
生

田
区
山
本
通
二
丁
目
一
○
六
ノ
ー
八
神

戸
服
飾
内
雷
（
○
）
二
九
九
一
で
す
。

☆
ア
ト
リ
エ
ぎ
や
る
そ
ん
唾
の
前
川
清

明
さ
ん
か
ら
、
十
一
月
二
十
四
日
よ
り

「
Ｋ
Ｋ
ぎ
や
る
そ
ん
ぬ
」
と
し
て
新
発

足
、
移
転
営
業
し
ま
し
た
と
ご
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。
〒
○
神
戸
市
生
田

区
花
隈
町
卵
１
１
大
建
ピ
ル
ー
Ｆ

雷
（
○
七
八
）
三
八
一
一
－
○
二
一
四

☆
本
誌
の
さ
し
絵
で
輯
な
じ
み
の
新
制

作
の
石
阪
春
生
さ
ん
の
新
作
個
展
が
、

一
月
二
十
九
日
’
二
月
三
日
名
古
屋
駅

前
の
フ
ォ
ル
ム
画
廊
で
開
か
れ
ま
す
。

大
阪
で
は
四
月
の
予
定
。

☆
「
か
ね
て
２
食
品
Ｋ
Ｋ
の
故
村
上

鉄
雄
社
長
の
追
悼
染
「
鉄
心
」
が
、
こ

の
ほ
ど
、
現
社
長
の
村
上
忠
雄
さ
ん
を

初
め
と
す
る
編
染
委
員
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

☆
本
雄
編
姫
部
の
カ
メ
ラ
マ
ン
藤
原
保

之
さ
ん
と
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
高
田
明

子
さ
ん
が
十
一
月
二
十
四
日
め
で
た
く

結
婚
い
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
。

☆
お
わ
び

十
二
月
号
の
特
集
神
戸
の
中
の
中
国
座

談
会
で
、
文
中
、
鈴
木
岩
次
郎
を
鈴
木

久
五
郎
に
、
叢
た
陳
徳
仁
さ
ん
の
肩
瞥

中
美
商
行
社
長
を
「
神
戸
中
準
総
商
会

会
長
」
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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■三宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 6 . 3 3 1 - 0 5 7 2

国新開地店
ＴＥＬ５７６－１１９１

国平野店（平野市場内）
ＴＥＬ3 6 1 - 0 8 2 1

■＝宮センター街サンプラザビルＢ１
ＴＥＬ３９１－３７９３

霧

,鐸戸

神戸三宮生出ノ社ノ西
電話・三の宮（3 3 1 ）０９３５

おいしさ力毒
口いつぱいに
ひろがる……

本. 場の味

又

1４５

、｡霊= ~…ソ
一
『

鋪, ､ 久手

Ｗ

』
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ｕ

戸ｵﾘジﾅﾙI」 サイズ

, 草履新発完

創業聯員十蒋

震物のl l j 下
古い慈舗に罰仰セ城
確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 2 5 6

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

ＡＨＡＰＰＹＮＥＷＹＥＡＲ

鴬霞総鰯鵜
麓露Ｗ７胃門毎

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

太田篭甲店
元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

ＭｒｂＫｅｎｔ
ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな
スコッチ風の店舗
それがFunakIyaです

砿ｅｍｔｓｈｏｐ

周囲E 目岡
元町３TE L ( 3 2 1 ) 0 3 5 6

1４６
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営業時間
ＡＭ､ 1 1 . 3 0～Ｐ.Ｍ. 9 . 0 0

帯
源

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
卸
）
弱
師
”
”
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
弧
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

1４７

感
薮
》

で
ん
わ
。
知
’
三
七
七
一

皿
’
○
六
三
四

姻
’
○
六
三
五

ＡＨＡＰＰＹＮＥＷＹＥＡＲ

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ
タクトレンズコンタクトレン

日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ( 2 5 1 ) 8 1 6 1 ．( 2 3 1 ) 2 5 7 0

お
す
レ

イ
い
ぶ
ら

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 1 ) O 3 8 8
生田区北長狭通2 ( 阪急西１１) ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7･3173
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／、

６
、／

四
連
載
小
説

異
人
館
物
語

Ⅱ
に
日
を
追
っ
て
、
塩
屋
の
山
は
生
み
の
親
で
あ
る
Ｅ
・
Ｗ
・

ジ
ェ
ー
ム
ス
が
夢
想
し
た
形
に
そ
の
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。

木
立
の
間
に
深
く
か
く
し
込
ま
れ
た
西
洋
館
に
は
、
英
国
人
は

勿
論
の
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
国
籍
の
異
国
人
家
族
が
住
み
つ
き
、
彼

等
の
日
常
生
活
を
さ
さ
え
る
た
め
に
、
キ
リ
ネ
ト
教
教
会
が
、
こ

の
山
の
祖
先
神
の
よ
う
に
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
お
稲
荷
さ
ん
の

小
さ
な
洞
に
好
を
並
べ
て
建
て
ら
れ
た
。

や
が
て
、
彼
等
、
異
国
の
民
が
た
っ
ぷ
り
と
持
っ
て
い
る
甘
い

小
山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

ジ
エ
ー
ム
ス
山
哀
歌

ｆ
’
１
ノ

１
４８

１

蜜
を
求
め
て
、
貧
し
く
勤
勉
な
人
々
が
蟻
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
く

る
。
洋
服
屋
、
調
理
人
、
西
洋
洗
濯
屋
、
運
転
手
、
女
中
、
阿
娠

…
…
等
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
種
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
間
集
団
を
包
み
込

ん
だ
山
は
、
独
裁
者
Ｅ
・
Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
を
頭
に
い
た
だ
く
、
日

本
の
国
内
で
は
例
を
見
な
い
排
他
的
で
治
外
法
権
の
色
彩
を
さ
え

帯
び
た
一
郭
と
な
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
エ
国
の
観
を

さ
え
呈
し
た
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
に
移
り
住
ん
で
か
ら
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
、
保
守
性
と
イ

b

あ
ら
す
じ
年
の
こ
ろ
五
十
歳
を
少
し
す
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
初
老
の
女
が
塩
屋
の
高

台
を
ゆ
っ
く
り
降
り
て
い
く
。
彼
女
、
中
井
ふ
さ
は
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
郷
里
の
潮

岬
村
を
出
、
英
国
系
カ
ナ
ダ
人
Ｅ
・
ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
職
人
と
な
り
、
五
年
前
ジ

ェ
ー
ム
ス
が
逝
く
ま
で
彼
の
寵
愛
を
受
け
る
。
彼
に
ち
な
ん
で
名
ず
け
ら
れ
た
ジ
ェ

ー
ム
ス
山
の
中
腹
か
ら
塩
屋
の
海
を
眺
め
な
が
ら
、
彼
女
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
の
過
ぎ

し
日
の
出
来
事
に
思
い
を
は
せ
て
い
く
。

明
治
時
代
と
い
え
ば
多
く
の
異
国
人
が
神
戸
に
移
り
住
み
、
西
欧
文
明
を
背
に
し

て
活
躍
し
た
頃
だ
が
、
Ｅ
ｏ
ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
も
数
少
な
い
相
場
師
の
一
人
で
、
兵

器
売
込
み
で
も
う
け
た
金
で
塩
屋
の
不
動
産
に
目
を
つ
け
は
じ
め
て
い
た
。
そ
し
て

塩
屋
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
に
は
し
だ
い
に
大
規
模
で
自
然
と
調
和
し
た
外
国
人
居
住
区

に
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。
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ギ
リ
ス
的
守
銭
奴
に
徹
し
て
生
き
た
よ
う
で
あ
る
。

『
犬
と
日
本
人
の
立
入
り
を
禁
ず
』

彼
の
土
地
の
周
囲
に
む
ら
が
る
王
国
と
撫
縁
な
日
本
人
へ
の
言

動
は
、
こ
の
言
葉
ひ
と
つ
に
集
約
さ
れ
た
。

実
際
、
彼
に
労
働
を
提
供
し
な
い
し
、
商
品
も
提
供
し
な
い
日

本
人
は
、
彼
の
目
に
は
ガ
ッ
ガ
ッ
と
飢
え
た
不
愉
快
き
わ
ま
る
存

在
で
し
か
な
い
。
彼
等
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
大
王
に
と
っ
て
イ
ギ
リ

ス
人
が
一
・
」
よ
表
く
愛
す
る
犬
族
以
下
の
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
る

吟
っ
Ｏ無

理
か
ら
ぬ
こ
と
と
思
え
る
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、
犬
な
ら
ば

大
切
左
彼
の
所
有
地
に
入
り
込
ん
で
も
せ
い
ぜ
い
野
ネ
ズ
ミ
を
追

い
か
け
る
か
、
木
の
根
の
あ
ち
こ
ち
に
大
小
便
を
た
れ
て
ま
わ
る

程
度
の
ワ
ル
サ
を
す
る
の
が
関
の
山
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

の
勤
勉
な
庶
民
に
門
戸
を
開
い
て
み
ろ
で
あ
る
。
垂
水
近
辺
に
住

む
花
売
り
は
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
山
に
入
り
込
み
、
榊
、
稲
（
し
き

み
）
の
木
は
、
た
ち
ま
ち
丸
坊
主
に
た
る
ほ
ど
に
枝
を
折
ら
れ
商

の
種
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
「
盆
石
」
の
専
門
家
や
趣
味
人
間
は

小
さ
ま
木
を
根
こ
そ
ぎ
抜
い
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
子
供
ず
れ
の
と
う

ち
ゃ
ん
、
か
あ
ち
ゃ
ん
は
大
挙
し
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
か
に
押
し
か

け
、
そ
こ
い
ら
あ
た
り
に
紙
ク
ズ
と
空
き
カ
ン
の
山
を
作
り
、
帰

り
に
は
桜
の
枝
や
美
事
に
咲
き
競
う
脚
燭
（
つ
つ
じ
）
の
枝
を
折

り
取
っ
て
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
の
ち
の
世
に
悪
評
高
い
例
の
コ
ン
棒
状

の
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
た
ジ
ェ
ー
含
〈
自
身
が
、
彼
の
王
国
を
パ
ト

ｗ
－
ル
す
る
習
慣
も
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

が
、
こ
の
が
め
つ
い
屋
の
異
人
さ
ん
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
は
日
本
人

か
ら
被
害
を
こ
う
む
る
の
は
大
嫌
い
な
方
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人

を
こ
き
使
う
段
に
な
る
と
、
無
類
の
人
使
い
の
荒
ら
さ
を
発
揮
し

た
ら
し
い
。

ど
こ
の
社
会
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
と
は
い
え
、
西
欧

の
会
社
や
家
庭
に
使
わ
れ
る
日
本
人
が
持
つ
疎
外
感
は
特
に
強

い
Ｏ彼

等
は
日
本
人
社
会
か
ら
孤
立
し
た
外
国
人
居
住
区
で
肩
を
寄

せ
あ
い
、
互
い
の
疎
外
感
や
、
言
語
風
習
の
違
う
異
国
の
雇
用
主

か
ら
受
け
た
傷
を
な
め
あ
い
な
が
ら
、
小
さ
た
閉
鎖
社
会
を
作
っ

て
い
る
。

彼
等
は
、
や
が
て
二
つ
の
顔
を
持
ち
は
じ
め
る
。
自
分
た
ち
と

側
じ
日
本
の
同
胞
に
む
か
っ
て
は
、
雇
主
で
あ
る
富
裕
な
西
欧
人

を
自
分
の
仲
間
と
錯
覚
し
て
の
優
越
感
。
別
の
顔
は
、
先
進
文
明

国
人
の
豊
か
さ
と
横
暴
さ
を
日
の
あ
た
り
に
し
た
驚
き
と
、
必
要

以
上
に
自
分
の
貧
し
さ
を
意
識
す
る
劣
等
感
１
．
二
つ
の
顔

は
、
彼
等
の
内
部
で
激
し
く
相
弧
し
あ
い
た
が
ら
、
や
が
て
そ
れ

ぞ
れ
の
日
本
人
個
有
の
誇
高
く
純
な
人
格
を
磨
滅
さ
せ
て
ゆ
く
の

だ
。決

し
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
左
い
貧
し
い
心
を
抱
い
て
西
欧
人

の
Ｈ
常
生
活
に
奉
仕
す
る
日
本
人
に
い
つ
か
『
屋
敷
も
の
』
と
い

う
さ
げ
す
み
の
名
が
、
こ
の
閉
鎖
社
会
の
外
で
生
き
る
同
胞
か
ら

与
え
ら
れ
て
い
た
。

異
人
さ
ん
た
ち
は
、
パ
ー
テ
ィ
が
好
き
で
あ
る
。
美
し
い
東
洋

の
島
国
に
そ
れ
ぞ
れ
祖
国
の
風
習
を
持
ち
込
み
、
こ
の
街
に
住
む

数
少
な
い
友
人
知
人
を
招
き
あ
い
、
夜
を
撤
し
て
踊
り
あ
か
し
、

語
り
あ
か
す
。
復
活
祭
、
花
ま
つ
り
、
海
び
ら
き
、
誕
生
日
、
エ

ト
セ
ト
ラ
…
：
．
。
お
だ
や
か
な
瀬
戸
の
海
を
眼
下
に
の
ぞ
む
、
異

人
屋
敷
で
の
快
楽
の
夜
は
さ
ぞ
楽
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
に
は
、
山
に
雪
が
く
る
年
も
あ
っ
た
。
雪
は

道
路
や
樹
木
の
梢
に
降
り
積
み
、
あ
た
り
を
白
一
色
の
世
界
に
変

え
る
。
祭
の
日
に
は
門
に
ま
で
も
新
し
く
化
粧
を
ほ
ど
こ
す
の
か

道
に
面
し
て
朱
色
に
塗
り
た
て
た
真
新
し
い
門
が
、
あ
ざ
や
か
な

光
択
を
放
ち
な
が
ら
、
白
一
色
の
世
界
に
股
込
ま
れ
て
い
た
り
す

る
の
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
の
好
情
的
風
景
で
あ
っ
た
り
す
る
。

そ
ん
な
夜
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
の
坂
道
を
、
何

台
も
の
高
級
乗
用
車
が
高
い
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
響
か
せ
て
登
っ
て

ゆ
く
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
、
異
人
さ
ん
た
ち
の
快
楽
に
奉
仕
す

る
『
屋
敷
も
の
』
た
ち
は
、
終
Ⅱ
腰
を
降
す
暇
も
な
い
ほ
ど
に
追

い
た
て
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
明
け
に
近
く
、
宴
は
て
た

あ
と
の
白
々
し
い
気
分
と
、
疲
れ
は
て
棒
の
よ
う
に
硬
直
し
た
身

体
を
引
ず
る
よ
う
に
し
て
、
彼
等
の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
カ

ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
調
理
室
に
や
っ
て
く
る
。’
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イ
ブ
の
夜
は
謡
ク
ラ
ブ
の
調
理
場
も
明
け
方
ま
で
火
を
焚
い
て

い
た
。
そ
の
火
で
コ
チ
コ
チ
に
こ
ご
え
た
身
体
を
温
め
な
が
ら
、

彼
等
、
屋
敷
の
召
使
い
た
ち
に
ク
ラ
ブ
の
コ
ッ
ク
も
ま
じ
え
て
、

長
い
一
日
、
「
イ
エ
ス
・
サ
ァ
」
「
イ
エ
ス
・
マ
ダ
ム
」
の
短
い
言

葉
と
身
を
か
が
め
る
姿
勢
で
堪
え
て
き
た
煉
る
も
の
を
吐
き
だ
し

は
じ
め
た
の
だ
。

そ
の
日
は
悪
い
条
件
が
更
に
重
な
り
、
降
雪
の
た
め
車
の
中
に

美
し
く
着
か
ざ
っ
た
レ
デ
ィ
達
を
達
じ
こ
め
た
ま
ま
、
ジ
ェ
ー
ム

ス
山
の
私
道
は
通
交
不
能
に
な
っ
た
。

「
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
旦
那
も
殺
生
や
わ
。
あ
の
雪
で
く
る
ぶ
し
ま
で

埋
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
道
を
パ
ー
テ
ィ
の
客
、
背
負
う
て
歩
け

言
い
よ
る
の
や
」

車
の
中
で
立
往
生
し
た
女
客
を
背
に
、
目
的
の
住
宅
ま
で
の
坂

道
を
登
る
の
は
、
並
大
低
の
力
仕
事
で
は
な
い
。

「
重
た
い
の
た
ん
の
い
う
た
ら
…
：
・
・
死
ぬ
か
と
思
う
た
わ
」

「
ぶ
う
ぶ
う
言
い
な
・
そ
れ
も
役
得
い
う
も
ん
や
。
お
か
げ
で
一

生
触
る
こ
と
な
ん
か
で
け
へ
ん
金
髪
の
べ
つ
ぴ
ん
さ
ん
の
お
尻
、

抱
っ
こ
さ
し
て
も
る
た
ん
や
な
い
か
」

「
ば
っ
か
た
れ
／
、
わ
し
が
背
負
う
た
ん
は
デ
プ
の
お
ば
ん
じ
ゃ
」

淫
ら
っ
ぽ
い
笑
い
の
渦
が
人
々
の
輪
に
ひ
ろ
が
り
、
そ
の
余
韻

は
白
み
か
け
た
雪
の
戸
外
へ
散
っ
て
ゆ
く
。

「
お
ま
け
に
チ
ッ
プ
も
く
れ
よ
ら
へ
ん
」

「
へ
え
、
一
銭
も
か
い
た
」

「
あ
あ
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
ゆ
う
男
は
、
シ
ブ
チ
ン
に
輪
か
け
て
、
フ

ン
ド
シ
し
め
た
よ
う
な
男
や
。
血
も
涙
も
な
い
わ
」

「
そ
や
け
ど
を
、
ケ
チ
も
そ
こ
ま
で
い
っ
た
ら
感
服
も
ん
や
け
ど

ジ
ェ
ー
ム
ス
が
あ
ん
た
に
そ
ん
な
え
げ
つ
な
い
仕
事
を
言
い
つ
け

る
の
は
筋
違
い
と
ち
が
う
ん
か
」

「
そ
う
や
。
わ
し
は
、
な
に
も
ジ
ェ
ー
ム
ス
に
使
わ
れ
と
る
ん
と

違
う
ね
ん
。
こ
の
山
全
体
の
警
備
貝
し
と
っ
て
、
偶
然
そ
こ
に
ゆ

き
あ
わ
し
た
だ
け
な
ん
や
」

「
お
や
じ
さ
ん
に
と
っ
た
ら
、
わ
し
等
、
Ⅱ
本
人
の
男
は
み
ん
な

同
じ
顔
し
と
る
ん
や
ろ
。
そ
れ
で
、
だ
れ
か
れ
の
区
別
な
し
に
ア

ゴ
で
こ
き
使
う
ん
や
で
」

四
十
歳
す
ぎ
て
も
異
人
さ
ん
か
ら

「
ヘ
イ
・
ボ
ー
イ
（
少
年
）
」

と
呼
ば
れ
、
時
た
ま
は

「
１
－
・
ク
レ
バ
ー
（
お
前
は
賢
い
）
」

と
お
だ
て
ら
れ
、
深
い
鋤
の
刻
ま
れ
た
顔
で
、
自
分
の
卑
屈
さ

を
恥
じ
な
が
ら
相
好
を
く
ず
さ
ず
に
い
ら
れ
ぬ
彼
等
。
仲
間
同

志
、
寄
る
と
さ
わ
る
と
互
い
の
雇
主
の
害
音
さ
加
減
、
横
暴
さ
、

え
こ
ひ
い
き
等
の
数
々
を
ぐ
ち
り
あ
う
彼
等
。
ま
る
で
、
そ
の
行

為
自
体
が
一
種
の
カ
タ
ル
シ
桑
で
あ
る
か
の
よ
う
に
１
．

が
、
や
が
て
彼
等
は
人
種
の
違
う
一
雇
主
を
、
め
ず
ら
し
い
動
物

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
、
心
の
奥
で
愛
し
は
じ
め
る
。
ど
れ
ほ
ど

憎
し
み
の
矢
を
射
込
ん
で
も
決
し
て
、
こ
の
奇
妙
な
獣
に
と
ど
き

は
し
を
い
。
よ
く
つ
き
あ
っ
て
み
れ
ば
、
毛
唐
と
い
う
奴
は
、
単

純
で
お
お
ら
か
で
、
仲
々
い
い
奴
じ
ゃ
な
い
か
。
奴
等
が
、
自
分

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
の
は
、
あ
の
無
邪
気
な
動
物
の
近
く
に
い

つ
も
待
っ
て
い
る
日
本
人
の
ゴ
マ
ス
リ
野
郎
の
せ
い
だ
。
そ
ん
な

発
想
を
持
ち
は
じ
め
た
時
、
彼
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
憎
悪
を
身
近

に
い
る
自
分
た
ち
の
仲
間
の
一
人
に
む
け
る
よ
う
に
た
る
。
そ
し

て
、
折
々
、
彼
等
の
嫉
妬
と
怨
嵯
の
対
象
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
邸
の

奥
女
中
、
中
井
ふ
さ
に
む
け
ら
れ
た
。

当
時
、
同
じ
『
屋
倣
も
の
』
仲
間
で
あ
り
な
が
ら
中
井
ふ
さ
一

人
が
、
彼
等
の
輪
か
ら
抜
き
ん
で
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
あ
る

古
老
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
『
女
王
の
よ
う
に
君
臨
し
て
』

あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

深
窓
に
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
夫
人
に
代
っ
て
、
旦
那
と
あ
や
し
い

と
噂
さ
れ
た
ふ
さ
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
王
国
の
女
王
さ
ま
ぶ
り
を
発

揮
し
た
の
か
。

現
実
に
ジ
ェ
ー
ム
ス
邸
の
奥
女
中
を
勤
め
ま
が
ら
、
洗
練
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
淑
女
と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
夫
人
の
目
を
か

す
め
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
情
を
通
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か
疑
問
は

残
る
。
が
、
中
井
ふ
さ
自
身
が
決
し
て
そ
の
風
評
を
否
定
し
な
か

っ
た
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
そ
れ
を
誇
っ
て
い
た
の
だ
。

た
と
え
淫
ら
を
噂
が
つ
き
ま
と
っ
て
も
、
並
い
る
召
使
い
仲
間

を
尻
Ⅱ
に
、
一
雁
主
か
ら
特
別
に
目
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
仲
間

’
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☆新しい関両を創造する総合雑誌
や
出
入
商
人
た
ち
の
上
に
羽
振
り
き
か
す
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば

．
…
：
そ
れ
は
、
貧
し
い
境
遇
に
育
ち
、
勝
気
で
虚
栄
心
の
強
い
女

に
あ
り
が
ち
な
心
の
動
き
で
あ
ろ
う
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
の
側
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
風
評
は
至
極
迷
惑
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
、
中
井
ふ
さ
に
好
意
を
持
ち
、
肉
体

で
通
じ
た
に
し
て
も
、
深
い
愛
情
に
根
ざ
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ

う
。
典
型
的
な
イ
ギ
リ
ス
紳
上
で
あ
る
彼
の
こ
と
、
保
守
性
と
差

別
の
意
識
は
十
分
に
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

そ
し
て
、
中
井
ふ
さ
の
肉
体
に
触
れ
る
こ
と
で
、
彼
の
家
庭
が

み
じ
ん
の
ゆ
る
ぎ
も
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す

る
の
か
。

彼
等
夫
妻
が
、
中
井
ふ
さ
と
い
う
貧
し
い
日
本
娘
を
人
と
も
女

と
も
み
と
め
ず
に
す
ま
せ
る
時
の
み
、
夫
人
は
ペ
ッ
ト
を
可
愛
が

る
夫
の
行
為
を
や
さ
し
く
見
守
る
寛
容
な
葵
の
立
場
に
安
住
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
夫
妻
の
自
分
へ
の
対
し
方
が
わ
か
っ
て

い
て
も
、
中
井
ふ
さ
に
と
っ
て
は
、
二
十
歳
前
に
故
郷
で
あ
る
南

紀
の
漁
村
を
出
て
、
は
じ
め
て
尊
敬
の
Ⅱ
で
見
上
げ
た
男
が
Ｅ
・

Ｗ
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
長
い
年
月
、
ふ
さ
の
旦

那
様
へ
の
思
慕
は
、
簡
単
に
切
捨
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

〈新年号予告〉
口表紙／上村松皇『万葉の春』
ロカラー写真／連載田〈刻む〉石一

岩宮武ニ
ログラビア「真理を究める」

／k 川博、堀経夫、田中美知
太郎、古林喜楽、吉川幸次
郎、桑原武夫、貝塚茂樹

ログラビア「初春をいろどる一祇園
の芸妓さん」
峰子、紗予子、ゆり子、豊
千代、遊香里、董葉、照子

ログラビア「A n d H i s L a d i e s 」一
石浜恒夫

ログラビア「私の散歩道」－白石占
京、森下泰、棉冨芳美

ログラビア「この人この時」－和泉
雅子、上村松皇、早石修

口新春座談会一会田雄次、小島輝正
原清

口連載対談「ポルノ文化論」一朝山
新一、イく崎国嘉

口現代漫画文化論｢ 取り戻せ野党精神_ １
口随想「断ちきられる伝統文化」

ＴＩ下田光邦
口激動のアラブを行く回「モロッコ」
口織田作之助伝「波澗万丈」大谷晃一
口創作／新橋遊吉

月刊オール関西編集部
大阪市北区梅ケ枝町８０梅新東ビル７F
T E L O 6 - 3 6 4 - 2 4 3 4 ～７（代）

後
年
、
ふ
さ
は
親
し
い
友
人
に
、

「
わ
た
し
も
人
か
ら
き
れ
い
や
い
う
て
も
ら
え
た
女
や
。
一
緒
に

世
帯
を
持
と
う
と
い
う
て
く
れ
は
る
男
の
人
も
た
ん
と
い
て
た
。

そ
や
け
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
、
ど
の
男
も
ど
の
男
も
、
ま
る
っ
き

り
生
彩
の
な
い
影
絵
み
た
い
な
も
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
や
。
い

や
で
い
や
で
た
ま
ら
ん
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
や
。
い
つ
も
そ

ば
に
い
て
は
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
さ
ん
が
、
あ
ん
ま
り
立
派
す
ぎ
て
、

精
が
強
す
ぎ
る
ん
や
。
あ
の
お
方
は
、
私
の
こ
と
を
よ
』
っ
尻
尾
を

振
る
飼
い
犬
み
た
い
に
忠
う
て
は
っ
た
の
私
は
よ
う
知
っ
て
る
。

そ
や
け
ど
、
私
は
い
つ
も
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
さ
ん
の
前
に
出
る
と
蛇

に
見
込
ま
れ
た
蛙
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
の
お
方
の
偉
大

さ
と
魅
力
に
の
ま
れ
た
と
い
う
か
、
魂
を
抜
か
れ
て
し
ま
う
や

な
。
そ
れ
で
、
と
う
と
う
一
生
を
棒
に
振
る
よ
う
な
生
き
方
を
し

て
し
も
う
た
け
ど
、
後
悔
は
し
て
ま
へ
ん
」

人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
女
の
悲
し
み
、
異
な
っ
た
人
種
の
さ
ま

ざ
ま
な
葛
藤
を
織
込
ん
で
、
山
の
緑
だ
け
は
、
人
間
の
愛
憎
の
世

界
を
知
ら
ぬ
げ
に
、
年
々
深
み
を
ま
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
王
国
の
平

和
と
挫
焼
さ
を
喜
ぶ
よ
う
に
、
数
々
の
烏
や
獣
、
そ
し
て
植
物
た

ち
が
こ
の
地
で
愛
し
あ
い
、
そ
の
数
を
航
や
し
て
い
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

オール関西
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３

曲
線
ハ
イ
ウ
エ
イ

淡
蹄
か
ら
ふ
た
た
び
フ
ェ
リ
ー
で
、
神
戸
に
戻
っ
て
く
る
と
、

も
う
夜
の
七
時
を
す
ぎ
て
い
た
。

「
ど
こ
か
で
、
う
ま
い
も
の
を
た
べ
よ
う
よ
」

武
田
繁
太

え
・
横
塚

連
載
小
説
〈
調
〉

Ｏ
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
か
え
す
と
、
多
木
は
、

意
気
ご
む
よ
う
に
言
っ
た
。

い
っ
て
か
ら
、
彼
は
、
そ
う
し
て
意
気
ご
ん
で
い
る
自
分
に
、

自
分
で
お
か
し
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
街
に
く
る
と
、
や
た
ら
に

う
ま
い
も
の
が
食
べ
た
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
魅
力
が
、

こ
の
街
に
は
あ
っ
た
。

「
な
に
に
な
さ
る
？
」

英
子
も
、
多
木
の
胸
中
を
見
抜
い
た
よ
う
に
、
微
笑
し
な
が
ら

あ
ら
す
じ
☆
東
名
高
速
浜
名
湖
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
多
木
洋
介
は
若
い

神
戸
の
女
性
宇
津
康
子
と
知
合
い
、
幾
度
か
逢
瀬
を
重
ね
た
。
康
子
の
魅
力
に

ひ
か
れ
た
多
木
は
、
正
体
を
知
る
た
必
、
神
戸
出
身
の
友
人
岡
本
和
彦
と
共
に

東
名
神
を
通
り
、
神
戸
へ
来
た
、
康
子
を
見
出
せ
ぬ
多
木
は
、
彼
女
の
面
影
に

似
た
辰
馬
英
子
を
紹
介
さ
れ
、
六
叩
山
を
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
情
景
に
誘
わ
れ
て
英
子
を
抱
き
し
め
た
多
木
の
胸
に
、
始
め
て
感
じ

る
い
と
お
し
さ
が
つ
の
っ
た
。
そ
の
夜
須
膳
の
ホ
テ
ル
で
二
人
は
愛
を
た
し
か

め
あ
っ
た
ｐ
そ
し
て
さ
り
げ
な
く
二
人
は
別
れ
た
。

そ
し
て
あ
る
日
突
如
と
し
て
現
わ
れ
た
康
子
か
ら
の
電
話
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
会
っ
た
多
木
は
、
そ
の
足
で
盃
ホ
テ
ル
に
向
い
二
人
の
愛
を
確
め
合
っ
た
。

そ
の
翌
朝
、
康
子
は
神
戸
か
ら
の
電
話
で
再
び
風
の
よ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
慨
き
去
ら
れ
た
淋
し
さ
と
孤
独
に
多
木
は
康
子
を
蕊
い
再
び
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に

来
て
い
た
が
、
康
子
を
追
い
神
戸
に
来
た
筈
の
多
木
は
、
友
人
岡
本
の
早
呑
み

み
込
と
、
神
戸
の
雰
囲
気
の
な
か
で
辰
馬
英
子
を
捜
し
て
い
る
自
分
に
気
付
い

た
。
そ
し
て
、
数
粁
の
店
を
め
ぐ
り
歩
い
た
後
、
英
子
を
み
つ
け
る
。

そ
こ
で
の
約
束
ど
お
り
、
二
人
は
淡
路
島
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
に
出
た
。
西
海
岸

を
め
ぐ
っ
て
後
、
二
人
は
州
本
の
海
岸
近
く
の
ホ
テ
ル
に
憩
っ
た
。
神
戸
に
戻

っ
た
の
は
も
う
夜
だ
っ
た
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
を
楽
し
み
食
事
を
終

え
、
薄
暗
い
街
で
多
木
は
…
…

１
５２

１

繁郎

寺
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Ⅱ
本
座
倣
の
こ
の
部
屋
も
民
芸
風
の
造
り
で
、
部
屋
の
装
飾
に

い
ろ
ん
な
骨
董
品
が
な
ら
べ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
正
面
の
床
の
間
に

は
、
褐
色
の
つ
や
の
あ
る
、
が
っ
し
り
と
し
た
大
き
な
施
笥
が
お

か
れ
て
あ
っ
た
。

「
あ
あ
、
あ
れ
、
仙
台
箪
笥
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
？

仙
台
辺
の
古
い
農
家
で
み
た
こ
と
が
あ
る
。
す
ご
い
蝋
笥
だ
な
」

多
木
は
、
感
嘆
し
た
よ
う
に
言
っ
た
。

凝
っ
た
、
し
ゃ
れ
た
セ
ン
ス
の
あ
る
店
だ
と
、
多
木
は
あ
ら
た

め
て
座
倣
の
な
か
を
み
ま
わ
し
た
。
洋
風
造
り
の
、
い
わ
ゆ
る
ス

テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
と
は
、
ま
る
き
り
趣
き
を
異
に
し
て
い
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
東
京
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
そ
う

で
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

支
配
人
が
あ
ら
わ
れ
、
多
木
に
挨
拶
し
た
。
ま
だ
三
十
前
後
の

年
ゆ
き
だ
っ
た
が
、
こ
の
若
い
支
配
人
が
、
店
の
造
作
な
ど
を
い

っ
さ
い
手
が
け
た
の
だ
と
い
う
。

「
な
か
な
か
凝
っ
た
お
店
で
す
ね
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
あ
、
神
戸
に
も
こ
う
い
う
店
が

一
杯
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
し
て
。
お
か
げ
さ
ま
で
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
、
外
人
の
方
に
気
に
い

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
東
京
か
ら
お
み
え
に
な
っ
た
外
人
の
方

も
、
よ
く
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
」

そ
う
い
え
ば
、
東
京
に
も
、
多
木
の
知
る
か
ぎ
り
、
こ
の
Ｓ
の

よ
う
な
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

「
東
京
か
ら
き
た
外
人
も
、
こ
の
お
店
を
好
む
と
い
う
の
が
、
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
」

多
木
は
、
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
よ
う
に
言
っ
た
。

神
戸
は
、
戦
前
か
ら
、
異
国
情
緒
に
あ
ふ
れ
た
街
だ
と
い
わ
れ

て
き
た
。
戦
後
は
、
街
の
た
た
ず
ま
い
も
か
な
り
変
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
多
木
な
ど
の
Ｕ
に
は
、
東
京
で
は
み

ら
れ
な
い
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
街
に

は
感
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
神
戸
を
異
国
情
緒
に
あ
ふ
れ
た
街
だ
と
感
じ
る
の

は
、
ｎ
本
人
同
志
で
あ
っ
て
、
異
国
人
自
身
は
、
そ
う
は
感
じ
な

い
だ
ろ
う
。

’
5３

た
ず
ね
た
。

「
そ
う
だ
な
。
雌
は
魚
を
た
ん
の
う
し
た
か
ら
、
夜
は
、
肉
料
理

が
い
い
な
」

「
ス
テ
ー
キ
？
」

「
う
む
。
い
い
ね
」

「
じ
ゃ
、
ち
ょ
う
ど
い
い
お
店
が
あ
る
わ
。
Ｓ
っ
て
い
う
新
し
い

ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
な
の
。
そ
こ
へ
い
き
ま
し
ょ
う
か
」

「
飛
が
い
い
っ
て
言
う
ん
な
ら
、
い
い
よ
」

二
人
は
、
さ
っ
そ
く
Ｏ
ホ
テ
ル
を
で
て
、
生
田
筋
の
ほ
う
へ
歩

ん
で
い
っ
た
。

「
Ｓ
は
ね
、
ゆ
う
べ
、
あ
な
た
と
逢
っ
た
Ｐ
っ
て
ピ
ッ
ッ
ァ
ハ
ウ

ス
組
、
あ
の
Ｐ
が
は
じ
め
た
お
店
な
の
よ
」

英
子
は
、
生
川
筋
の
入
、
の
赤
い
鳥
居
を
く
ぐ
り
な
が
ら
言
っ

た
。彼

女
は
Ｐ
の
常
連
で
、
こ
ん
ど
Ｓ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
う
け

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
支
配
人
と
も
馴
染
み
だ
と
い
う
。

「
じ
つ
は
ね
、
あ
た
し
、
Ｓ
が
開
店
し
て
か
ら
ま
だ
い
ち
ど
も
い

っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
今
夜
は
い
い
機
会
だ
わ
」

そ
う
思
っ
て
、
英
子
は
、
多
木
を
誘
う
気
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ど
う
や
ら
、
Ｓ
は
、
ピ
ッ
ッ
ア
ハ
ウ
ス
の
Ｐ
と
は
ち
が
い
、

英
子
な
ど
の
よ
う
な
学
生
が
、
気
軽
る
に
立
ち
よ
れ
ぬ
店
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

Ｓ
は
、
Ｐ
の
す
ぐ
ち
か
く
表
通
り
か
ら
ち
ょ
っ
と
は
い
っ
た
、

狭
い
路
地
の
奥
に
あ
っ
た
。
辿
物
は
、
日
本
旅
館
を
改
造
し
た
も

の
だ
と
い
う
。
入
口
は
Ｓ
の
マ
ー
ク
を
染
め
ぬ
い
た
暖
簾
が
か
か

り
、
ス
テ
イ
ン
の
柱
に
内
壁
の
あ
ざ
や
か
な
、
民
芸
調
の
店
だ
っ

た
。「

や
。
腫
馬
さ
ん
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

出
迎
え
た
き
も
の
婆
の
ボ
ー
イ
も
、
英
子
と
は
Ｐ
で
顔
馴
染
み

だ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
東
京
か
ら
お
客
さ
ん
が
い
ら
っ
し
た
の
で
、
お
連
れ
し
た
の

よ
」「

そ
り
ゃ
、
ど
う
も
。
さ
あ
、
ど
う
ぞ
」

二
人
は
、
二
階
の
座
救
に
案
内
さ
れ
た
。
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自
慢
の
ワ
イ
ン
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
、
明
の
理
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
、

彼
ら
の
祖
国
で
は
な
い
。
Ⅱ
本
人
が
異
国
情
緒
を
感
じ
る
そ
の
災

国
で
な
か
っ
た
。
異
国
で
な
い
ｆ
地
に
異
国
情
緒
な
ど
感
じ
る
は

ず
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
店
は
ち
が
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
日
本
的
な
造
り

や
ム
ー
ド
、
つ
ま
り
、
外
人
た
ち
に
と
っ
て
は
異
国
的
な
情
緒
の

な
か
で
、
彼
ら
の
祖
国
の
料
理
で
あ
る
ス
テ
ー
キ
を
賞
味
で
き
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
お
そ
ら
く
外
人
た
ち
は
、
一
稲
エ
キ
ゾ
テ
ィ

ッ
ク
な
魅
力
を
お
ぼ
え
る
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
神
戸
は
こ
の
Ｓ
の
よ
う
な
店
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
い
か
に
も
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
ミ
ナ
ト
街
神
戸
の
面
Ⅱ
が
跳

如
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
木
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

座
敷
の
隅
に
は
、
調
理
台
が
し
つ
ら
え
て
あ
っ
て
、
コ
ッ
ク
が

あ
ら
わ
れ
、
そ
の
調
理
台
で
肉
を
焼
き
だ
し
た
。
火
は
炭
火
だ
と

い
う
。
牛
肉
独
得
の
こ
う
ば
し
い
匂
い
が
た
ち
は
じ
め
た
。

や
が
て
、
堀
り
ご
た
っ
式
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
に
、
ス
テ
ー
キ

シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
ワ
イ
ン
の
味
も
、
格
別
だ
っ
た
か
わ

い
い
小
瓶
に
は
い
っ
た
こ
の
ワ
イ
ン
は
、
瓶
に
Ｐ
と
Ｓ
の
オ
ー
ダ

ー
だ
と
い
う
ラ
ベ
ル
が
は
っ
て
あ
り
、
甲
州
産
だ
が
、
一
．
」
の
店
ご

し
か
っ
た
。
柔
ら
か
い
が
、
微
妙
な
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
噛
め
ば

噛
む
ほ
ど
味
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。

彼
は
、
神
戸
で
牛
肉
を
食
べ
て
み
て
、
牛
肉
と
い
う
も
の
に

は
、
新
鮮
な
ミ
ル
ク
の
よ
う
な
匂
い
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
は
じ
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
東
京
で
は
喚
ぐ
こ
と
の
で

き
な
い
、
牛
肉
が
本
来
持
っ
て
い
る
特
有
の
香
だ
っ
た
の
だ
。

あ
げ
た
。

「
こ
り
や
、
う
、
ま
い
」

が
連
ば
れ
て
き
た
ｃ
，

そ
え
ら
れ
て
あ
っ
た
。

倶
ぐ
思
い
が
し
た
。

●
な
の
で
．
あ
ろ
う
。

う
ま
か
っ
た
が
、
こ
の
ス
テ
ー
キ
も
、
Ｃ
に
負
け
ぬ
ほ
ど
す
ば
ら

「
い
か
が
？
」

英
子
も
、
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
使
い
な
が
ら
た
ず
ね
た
。

「
い
』
っ
こ
Ｌ
」
宍
》
１
ど

多
水
は
、
あ
ぶ
ら
っ
ぽ
い
、
に
、
さ
わ
や
か
な
ワ
イ
ン
を
ふ
く

ま
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
こ
の
ス
テ
ー
キ
に
、
こ
の
ワ
イ
ン
。
こ
う
い
う
う
ま
い
も
の
を

味
わ
っ
て
い
る
と
、
し
み
じ
み
生
き
て
い
る
こ
と
の
幸
わ
せ
っ
て

も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
な
。
公
害
だ
イ
ン
フ
レ
だ
と
、
つ
ま
ら

ん
世
の
中
だ
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
人
生
も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な

い
。
こ
の
ス
テ
ー
キ
が
そ
う
い
っ
て
る
よ
」

蒜
い
く
せ
に
、
妙
に
老
成
ぶ
っ
た
多
木
の
言
葉
が
英
子
を
苦
笑

さ
せ
て
い
た
。

ゆ
っ
く
り
と
ス
テ
ー
キ
の
夕
食
を
た
の
し
む
と
、
・
一
人
は
、
支

配
人
や
ボ
ー
イ
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
、
Ｓ
を
で
た
。

こ
の
ス
テ
ー
キ
か
ら
も
、
多
木
は
、
ほ
の
か
な
ミ
ル
ク
の
香
を

手
ぐ
す
れ
を
ひ
い
て
い
た
よ
う
に
、

こ
の
ま
え
、
岡
本
た
ち
と
食
べ
た
山
の
手
の
Ｃ
の
ス
テ
ー
キ
も

１
５４

こ
れ
が
、
ホ
ン
モ
ノ
の
ビ
ー
フ
と
い
う
も
の

マ
ト
の
な
か
に
い
れ
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が

多
木
は
、
ナ
イ
フ
を
と
り
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1５５

い
て
い
た
。
こ
の
辺
に
も
、
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
が
岬
を
つ
ら
ね
て
い

た
が
、
そ
う
し
た
店
が
と
ぎ
れ
る
と
、
き
ゅ
う
に
、
裏
通
り
ら
し

く
人
通
り
も
ま
ば
ら
で
、
薄
暗
く
な
る
箇
所
が
あ
っ
た
。

多
木
は
ど
こ
を
歩
い
て
い
る
の
か
、
服
確
に
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
薄
暗
い
通
り
で
、
多
木
た
ち
の
す
こ
し
前
方
を
、
二

人
の
男
女
が
、
多
木
た
ち
と
お
な
じ
方
向
に
歩
い
て
い
た
こ
と
も
、

は
じ
め
の
う
ち
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。

な
に
気
な
く
多
木
は
そ
の
二
人
の
男
女
の
後
ろ
礎
に
冊
を
と
め

た
。
男
は
、
背
の
高
い
中
年
ふ
う
の
外
人
で
、
女
は
、
髪
を
長
く

垂
ら
し
た
、
ま
だ
若
い
日
本
人
だ
っ
た
。

ふ
い
に
、
多
木
の
目
が
ひ
か
っ
た
。
思
わ
ず
、
多
木
は
、
息
を

ひ
そ
め
た
。
距
離
は
十
五
メ
ー
ト
ル
か
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
っ

た
ろ
う
か
。
腕
を
組
ん
だ
二
人
の
男
女
は
薄
暗
い
佃
所
か
ら
、
店

の
灯
の
あ
か
る
く
か
が
や
い
て
い
る
箇
所
に
で
た
。

多
木
の
Ｈ
は
確
認
し
た
。
彼
は
駈
け
だ
し
た
い
衝
動
に
か
ら
れ

た
。
だ
が
、
彼
の
そ
ば
に
は
、
英
子
が
よ
り
そ
っ
て
い
た
。
多
木

は
走
れ
な
か
っ
た
。
（
つ
づ
く
）
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< 神戸の催物１月ご案内〉
ま
だ
十
時
ま
え
だ
っ
た
。
Ｓ
の
勘
定
は
多
水
が
払
お
う
と
し
た

が
、
英
碓
が
ど
う
し
て
も
払
わ
さ
せ
ず
、
炎
ｆ
の
お
ご
り
と
い
う

こ
と
に
た
っ
た
。
そ
の
返
礼
に
、
多
木
は
、
ど
こ
か
英
子
の
知
っ

て
い
る
バ
ー
に
で
も
誘
う
こ
と
に
し
た
。

「
あ
た
し
、
今
夜
は
あ
ま
り
遅
く
な
れ
な
い
か
ら
、
じ
ゃ
、
一
粁

だ
け
、
Ｇ
と
い
う
お
店
に
で
も
よ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

二
人
は
、
そ
の
Ｇ
と
い
う
バ
ー
が
あ
る
来
門
筋
の
ほ
う
へ
歩
ん

で
い
っ
た
。

「
多
木
さ
ん
。
こ
ん
ど
の
ご
ｆ
定
は
？
」

「
そ
う
だ
な
。
こ
う
し
て
君
に
も
逢
え
た
し
、
あ
す
に
で
も
東
京

へ
肘
ろ
う
か
な
」

「
そ
ん
な
に
早
く
？
」

「
気
ま
ぐ
れ
み
た
い
に
、
や
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
な
。
こ
ん
ど

は
、
飛
が
来
京
へ
く
る
番
だ
よ
。
い
つ
く
る
？
」

「
い
つ
っ
て
、
あ
た
し
は
、
あ
な
た
と
ち
が
っ
て
、
そ
う
気
ま
ま

に
は
動
け
た
い
わ
」

「
や
っ
ぱ
り
、
女
の
コ
は
損
だ
。
淵
が
こ
ら
れ
な
い
ん
な
ら
、
ま

た
、
こ
っ
ち
が
で
か
け
て
く
る
か
。
東
京
で
逢
う
よ
り
、
神
戸
で

逢
っ
た
ほ
う
が
、
ず
っ
と
た
の
し
い
か
ら
な
」

二
人
は
、
生
田
神
社
の
ほ
う
へ
で
る
裏
通
り
の
よ
う
な
道
を
歩

〈音楽＞
☆江利チエミ
１月1 1日（木）Ｐ.Ｍ､６：３０～９：ＯＯ神戸
国際会館民音会員券9 5 0 円
☆トリオ・ロス・パンチヨス
１月1 2日（金）Ｐ.Ｍ､６：３０～９：００神
戸鰯際会館民音会員券8 0 0 円
☆第4 1 回関西学院グリークラブリサイタ
ル

１月1 3 日（土）Ｐ. Ｍ, ６：３０～９：００
神戸国際会館入場券Ａ4 0 0 円Ｂ3 0 0 円
汁吉田拓郎リサイタル
１月1 5 日（月）Ｐ､Ｍ１：３０～４：００
神戸国際会館
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★
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
な
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
二
○
○
円

１
年
分
二
四
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
神

戸
の
銘
店
に
は
、
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
神
戸
っ
子
が
お
か
れ
て
い
ま
す

★
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

コ
ウ
ベ
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
漢
口
京
町
筋

漢
口
堂
湊
川
商
店
街

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

文
洋
堂
新
肥
会
館
１
随

日
束
館
大
丸
前

安
部
正
夫

朝
比
奈
隆

荒
木
晃

青
木
重
雄

砂
野
仁

乾
豊
彦

石
野
信
一

井
上
文
左
衛
門

石
野
成
明

榎
並
正
一

上
田
将
雄

牛
尾
吉
朗

岡
部
伊
都
子

岡
崎
忠

小
曽
根
真
造

小
野
一
夫

大
淵
ツ
ト
ム

金
井
元
彦

嘉
納
正
治

嘉
納
毅
六

柏
井
健
一

小
磯
良
平

小
林
芳
夫

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

恐
い
の
は
、

★
前
略
司
会
者
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
一
や
っ
ぱ
り
眼
の
い
た
ず
ら
。

世
と
申
し
談
す
。
大
阪
出
身
者
で
す
。
こ
れ
が
私
の
、

ザ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
と
か
ペ
レ
ス
・
プ
一
番
好
き
な
世
界
な
ら
、

ラ
ー
ド
と
か
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
パ
ン
チ
ョ
意
地
っ
張
り
な
能
動
は
棄
て
て
、

ス
の
司
会
を
し
て
バ
ン
コ
ッ
ク
、
台
北
、
人
の
波
に
ま
か
せ
よ
う
。

京
城
、
東
京
、
岩
手
県
平
泉
を
廻
っ
て
い
私
は
、

ま
ず
も
都
会
を
一
人
で
歩
く
の
が
好
き
な
、

「
神
戸
っ
子
」
が
商
莱
鰭
に
な
っ
て
、
孤
独
な
男
で
す
。

シ
カ
ゴ
の
シ
ア
－
．
コ
ビ
ル
加
階
に
オ
フ
ィ
鳴
呼
、
人
生
。

ス
か
ま
え
て
、
コ
ミ
ュ
キ
ー
・
ス
ク
ジ
ア
一
匹
狼
衝
ロ
ー
ン
ウ
ル
フ

ム
の
外
野
席
を
エ
デ
ィ
タ
ー
全
員
で
眺
め
〈
妬
才
、
優
雅
家
〉

る
夜
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。
☆
知
人
よ
り
「
神
戸
っ
子
」
を
も
ら
い
読

ジ
レ
ッ
タ
ン
ト
は
、
く
そ
の
役
に
も
立
ち
み
ま
し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
豊
ん
だ
内

弐
せ
ん
。
容
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
中
で
も

馬
鹿
で
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
豊
シ
ッ
プ
ク
ラ
プ
の
一
ぺ
１
ジ
は
、
船
の
大

か
だ
と
、
ふ
と
思
っ
て
手
紙
を
出
し
ま
し
好
き
な
私
に
は
う
れ
し
い
ぺ
ｌ
ジ
で
す
。

た
。
ク
ラ
ブ
の
冊
報
を
ぜ
ひ
知
ら
せ
て
下
さ

〈
東
京
都
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
一
世
〉
い
。
〈
商
松
市
・
宮
内
あ
っ
こ
〉

発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

愛
読
者

サ
ロ
ン

〃Ｊりぉ

後編

津玉田田田滝滝竹角砂塩新白雀坂阪坂古後上小小

高井中村宮川川中南田路谷川部口本井林藤林林泉
和健孝虎勝清猛重義秀昌千時喜末英秀徳
一 之之

一操郎介彦二一郁夫民孝雄渥介雄勝忠楽ニー雄一

功

★
一
都
会
人
生
』

知
っ
て
る
人
は
誰
も
い
な
い
。

私
だ
け
の
こ
の
世
界
。

よ
く
似
た
顔
に
ド
ッ
キ
リ
し
て
も
、

眼
が
、
ほ
ん
の
チ
ョ
ッ
ピ
リ
、

い
た
ず
ら
し
た
だ
け
。

こ
れ
だ
け
の
人
が
い
れ
ば
、

何
も
恐
く
な
い
。神行山若百村宮宮松福深原畑原野南難中中西直外竹

戸
青吉口杉崎上地崎井冨水口沢部波西巻脇木島馬
年
会哉泰辰正聖辰高芳惣泰専忠幸圭太健準
議二一次二一之
所女弘慧雄郎二雄男美吉良郎郎郎三還勝弘親郎吉助

卵
》

記集

★
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
は
ま
ず
、
初
め
て
の
単
行
本
「
世

界
の
福
祉
施
設
」
（
本
誌
橋
本
明
の
述
職

シ
リ
ー
ズ
）
を
初
出
版
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
併
わ
せ
て
の
神
戸
と
福
祉
特
雄

で
す
。
す
べ
て
の
人
間
が
い
つ
ど
こ
で
、

平
故
に
あ
う
か
も
知
れ
ぬ
社
会
情
勢
の
な

か
で
、
子
々
孫
々
を
考
え
る
地
に
つ
い
た

福
祉
を
考
え
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

〈
小
泉
服
夫
〉

★
「
藤
本
義
一
も
西
宮
へ
引
越
し
て
く
る

そ
う
で
す
よ
。
神
戸
も
に
ぎ
や
か
に
な
る

よ
』
と
”
Ｍ
Ｙ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
”
の
新
辿
職

を
初
め
た
筒
井
版
隆
先
生
。
ソ
述
旅
行
は

前
後
の
飛
行
機
事
故
で
「
今
度
は
船
旅
に

し
よ
う
」
と
飛
行
機
株
下
落
。
蛍
た
、
楠

本
憲
吉
先
生
か
ら
〃
キ
ャ
ン
ベ
ラ
号
船

旅
”
の
肺
想
い
た
だ
い
て
〃
船
キ
チ
激
増

シ
メ
シ
メ
“
と
悦
に
い
っ
て
い
ま
す
。

〈
小
泉
美
啓
子
〉

★
明
け
ま
し
て
お
必
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

神
戸
っ
子
Ｎ
Ｏ
・
皿

☆
発
行
／
妃
年
１
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
５
ノ
妬

Ｋ
・
Ｅ
ビ
ル
４
階

電
話
皿
７
０
３
７
．
８
０
７
２

躯
３
０
４
６
頒
価
・
”
円

１
新
春
第
一
号
は
「
神
戸
と
福
祉
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
舗
染
員
全
員
で
神
戸
の
い

く
つ
か
の
施
設
壷
訪
れ
ま
し
た
。
「
経
済

大
国
か
ら
福
祉
国
家
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
選
挙
の
時
だ
け
で
な
く
、
木
当
に

実
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
と

心
か
ら
願
い
ま
す
。
〈
橘
本
明
〉

★
昨
秋
チ
ョ
ン
ガ
ー
に
別
れ
を
告
げ
、
結

雌
い
た
し
ま
し
た
。
二
人
で
初
め
て
迎
え

た
お
正
月
、
仲
々
い
い
も
の
で
す
。
今
年

も
夢
が
い
っ
ぱ
い
。
ヨ
ロ
シ
ク
。

〈
藤
原
保
之
〉

☆
あ
げ
室
し
て
お
あ
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
月
は
え
ら
Ｉ
い
先
生
方
に
お
会
い
し

て
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
た
い
い
月
で
し
た

益
々
寒
く
な
っ
て
来
て
恐
れ
を
感
じ
ま
す

が
、
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

〈
古
玉
和
子
〉

☆
お
必
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ゆ
く
年
、
く
る
年
、
あ
Ｉ
い
そ
が
し

い
。
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
、
ま

た
新
し
い
年
が
き
ま
し
た
。

福
祉
施
設
の
ル
ポ
で
お
じ
や
叢
し
た
時

「
冷
た
い
お
て
て
。
ス
ト
ー
ブ
、
あ
そ
こ

よ
・
』
っ
て
、
や
さ
し
か
っ
た
子
供
達
に
と

っ
て
も
紫
敵
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

へ
小
泉
ト
モ
コ
〉

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

貿
易
セ
ン
タ
ー
店

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

隆
司
書
房
新
開
地
本
通
り

文
進
堂
書
店
垂
水
銀
座
通
り

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

秋
田
百
文
堂
窄
畑
ト
榊
赤

南
天
荘
阪
急
六
甲
駅
２
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町

４
目
丁

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戦
ご
希
望

の
か
た
は
編
錐
室
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
災
室
内
に
あ
り
ま
す
。
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ツク東店
神戸市生田区栄町１－５－３

ＴＥＬ３２１－３２０７

寿
三宮トアロード
ＴＥＬ３９１－１８７３

リオナークラブ
生田区山本通２丁目5 0 の２
レストラン2 3 1 - 9 3 9 3 ～５
メンバーズ2 2 1 - 1 1 6 2

神戸市生田区北長峡通１丁目２２
ＴＥＬ３９１－５８２３

洋 酒の店キヤンテイ
神戸市生田区北長狭通２丁目３
ＴＥＬ3 9 1 - 3 0 6 0 . 3 9 1 - 3 0 1 0

D R n l K スネカジリっ子
ＳＮＡＣＫ神戸市生田区下山手通２丁目

永晃ピルB Z T E L 3 9 1 - 8 7 0 8

S t a n d & S n a c k サントノ一レ
ティー＆ドリンク 生田区下山手通２丁目トア・ｐ－Ｆ

ＴＥＬ３９１－３８２２

素舌洞でっさノ z i ，
神戸市生国区北長狭ｊ唖１丁目２５８
三宮映刷山入るＴＥＬ３３１－６７７８

ＳＴＡＮＤファトラス
生田区中山手迩１丁目９５

ＴＥＬ３３１－５４３３

ｓＴＡＮＤＦＡＮＦＡＩＶ
神戸市生田区下山手j 廼２丁目２９

ＴＥＬ３９１－１４１０

ス ナックＧＡＳＴＲＯ
神戸市生田区中山手通３－２０

トーアマンションT E L 2 3 1 - O 7 2 3

ス タンドクラブ ､ ・ガーデニフフ
神戸市生田区中山手迦１丁目１１５

束門筋中島ビル２ＦＴＥＬ３９１－３３２９

Ｓ ＮＡＣＫ山の手
神戸市生田区中山手ﾖ 皿１丁目

ソネビルユF T E L 2 2 1 - 3 6 3 7

淳 子の店婆（ＳＡＲＡ）羅
生田区中山手１丁目９１

ＴＥＬ3 9 1 - 1 6 4 7

ス ナックダンデイ
神戸市生田区・農業会館西姉上ル
天野ビル２ＦＴＥＬ３３１－６４５０

: ＮＡＣ鷺マゼラン
神戸市生田区加納町４丁目Ｚ

ＴＥＬ３９１－２３６６

ｓｎａｃｋＭＯＲＥＭＯＲＥ
神戸市生田区中山手通１丁目ｌ０７

ＴＥＬ３９１－４１６２

ス ナソク山荘

。’・ｂなぎさ
神ノ『市生I J I I X 北災狭皿２の１ＴＥＬ3 3 1 - 8 6 2 6

． ’“ｂ蕗くふき〉
神戸市生田区下山手通２丁目ＴＥＬ３９１－１５１５

くらぶぶ（ず，ん
三宮生田祈道浜側中央K C B ビル5 Ｆ

ＴＥＬ３３１－８５９３

§１Ａ。：ＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
Ｉ３ＡＲＴＥＬ３３１- 0 8 8 6 . 3 9 1 - 2 6 9 6
Ｃ１ｕｂＴＥＬ３３１－０１５７

ク ラブるふらん
神戸市生田区北憂狭通１丁目5 ３ＴＥＬ３３１－２８５４

コーベインダストリアノレクラブ
〈１日）神戸実業ｲ 具楽部

神戸市生田区元町通１丁目１２
ＴＥＬ３９１－３Ｉ５５

ﾒ r ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
スタンド英国屋

生田区下山手迩２－６相互タクシー描
ＴＥＬ３３１－１，０．３３１－６６００

神戸のうまいもんとドリンキング 総M f 雛ＥＳＡＮ－ＭＯＮ三門
神戸市生棚区中山罪通二丁何９８ノ９９

ＹＭＣＡ西側筋入るＴＥＬ３３１－５８１７

ﾒ ｷ ｼ ｺ 小料理亭テイファ－ナ
神戸市生田区山本通３丁' 同1 8 向教寺院前T E L 2 3 1 - 1 1 8 8

☆ 喫茶
；望 ｽ ｰ 歩多ローストシティ

神戸市生田嘩三寓町３丁目２２
ＴＥＬ３３１－３７７０

宮水のＩこしむら劫ロ排店．一上
中山手店・神戸市生田 I え中山手逆１丁目７０

ＴＥＬ２２１－１８７２．２３１－９５２４
センター街噛．神戸市生田区三窓1 , 丁２丁目３５

ＴＥＬ３９１－０６６９

ｍｏｄｅｒｎＪａｚｚさレノげなく
＆Ｃｏｆｆｅｅ惟印区北反狭２－２２ＴＥＬ3 3 1 - 9 7 6 2

キい との
☆日本料・理
阿なご寿司青辰

神戸市生田区元町通３－１８４
ＴＥＬ３３１－３４３５

讃岐名代うどんあこや亭
神戸市葺合区旗塚辿７－５ＴＥＬ２３１－６３００

トデロード店ＴＥＬ3 9 1 - 2 5 3 8

和 食くれなし、
三宮生田新道浜側中央

ＫＣＢピル２ＦＴＥＬ３３１－０４９４

か っぽう花〈ま
神戸市生田区花隅町４５

ＴＥＬ３４１－Ｏ２４０

撫撫墓繍；泌器醗二雛味酉
お茶潰･ おむすび、 る 里錨もの心、

神戸市生田区北長狭通２の１
ＴＥＬ３３１－５５３５

た こ焼たちばな
三宮センター街( 旧柳筋）ＴＥＬ3 3 1 - 0 5 7 2

和 風料理楽”｡_ド麓繍淡鵬塵確顎ｪ蕊
料事大しま

舞合区熊内町６丁目3 9 の６
ＴＥＬ2 2 1 - 1 3 6 0 . 1 9 4 5

寿 司ミハラ
神戸市生田区元町通１丁目１２

ＴＥＬ３９１－３１５５

☆西洋器斗理
学鼻典島竺アポロン神戸市葺合区八蛎通５丁目６

ＴＥＬ2 5 1 - 3 2 3 1

レ ストラン男爵
神戸市生田区中山手１－１８

山手第一ピルｌＦＴＥＬ２４１－０７７８
ｍａｉｓｏｎｄｅ 花 屋敷ｌａ]、｡ｅ

三宮フラヮーロード市役所前
ＴＥＬ2 5 1 - 2 1 0 9

鉄 板グリルきやんどる
神戸市生田区北長狭通２－２２

ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 8 3

レストランキングスアーームス
神戸市葺合区磯辺通４－６１

ＴＥＬ2 2 1 - 3 7 7 4

グ リルケーーンズ
東店生田束門筋T E L 3 9 1 - O 1 5 9
西店農業会館西下ルT E L 3 9 1 - 3 2 1 2

レ ストランムーーンライト
三宮・生田新道

ＴＥＬ3 3 1 - 9 5 5 4

串 かつ店和雷陀屋
三宮相互タクシー北入
ＴＥＬ３２１－０２３０

月グリル･ 鉄板焼
神戸市生田区北長狭通Ｉ－２４

生田神社前T E L 3 3 1 - 2 5 0 9

B A R B E C U E 六段＆ＳＴＥＡＫ 生田区元町通３丁目
T E L 3 3 1 - 2 1 0 8

イ タリア料理ドンナロイヤ
明海ピﾙ 盤戸轄翻珊

レストランハイウェイ
神戸市生田区下山手２－２０

ＴＥＬ3 3 1 - 7 6 2 2

ビ ｯ ﾂ ｱ ﾊ ウスピノッキオ
神戸市生田区中山手２－１０１

ＴＥＬ3 3 1 - 3 5 4 5

商 級茶房ミハラ
神戸市生田区元町遜1 1 丁目1 2

ＴＥＬ３２１－４７３５

喫茶 . レストランバロン
神戸三宮サンプラザ地下ＴＥＬ３９１１７５８
トアロード店ＴＥＬ 3 9 1 - 1 2 1 0

☆ｃＩｕｂ
くらぶ阿以子

神戸市生田区中1 , 1 ｣ 手２丁目８９
ＴＥＬ３３１－６０６９

ｏ ｌｕｂ飛鳥
神戸市生田区中山手１丁目１１７

ＴＥＬ３３１－７６２７

エ ドワ－ズ倶楽部
神戸市生田区北長挟通１丁. Ｉｌ２８

ホワイトローズピル５．６Ｆ生田新進ＴＥＬ３９１－３３００

ｃ ｌｕｂ小万
神戸市生田区束門筋中馳ビル３Ｆ

ＴＥＬ３９１－０６３８．４３８６

． ｌｐｂさち
神戸市生田区中山子通２丁目７５

ＴＥＬ３３１－７１２０

ス ナックエルソタノ
刺, 戸市生田区下山手通ＴＥＬ 3 3 1 - 6 6 2 0

ス タンドグラムール
生田筋津ピル地階ＴＥＬ３３１－４６３７

ＭＡＴＳＵＩＶ１０ＴＯ
神戸市生田区中山手迎１丁目３２ノ３
曽根ビル l ＦＴＥＬ２４１－５４７０

ＳＮＡＣＫ

I 1 i g h t h o u s e ヤリ チド
神戸市生田区山本通 1 丁目 9

小寺マンション１ＦＴＥＩ- , 2 4 1 - 3 0 4 1

認 タンドさりげなく
生田区下山手ｊｍ２Ｔ目３１

生田筋上織地西入るＴＥＬ 3 3 1 - 3 7 1 4

グ ラタン小屋５つの銅貨
神戸市生田区北炎扶通２－１４

金剛山西入ルＴＥＩ- . 3 9 1 - 1 4 3 8畿馬戸鯉田畠窪戯
ＴＥＬ2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

レストラン

レストラン・
コーヒショップ ボ ノレド

喰川新道浜側中央ＫＣＢピルＢＩＦ
ＴＥＬ３３１－３５７５

フレストラン スナックビ ジビ一
神戸市生田区中山手２丁目

ＴＥＬ３９１－４５８２

エ スカル．
三宮ｾ ﾝ ﾀ笠懸生¥藍謡L識
ルカ・カルトン

生田区北野町3 - 6 7 - 2
ＴＥＬ2 4 1 - 4 3 2 1 ～４

れ んが ､ 亭
神戸市生田区下山手通２丁目３４

ＴＥＬ3 3 1 - 7 1 6 8

純フランス料理 ク ラプ佐久間
神戸市生I I J 区来I 1 I l 筋ピゥスタゥンビル３Ｆ

ＴＥＬ､ 3 2 1 - 2 2 2 6 - 7

ク ラブ 千
神戸市生田区中山手通り２丁目９３束洋ピル２Ｆ

ＴＥＬ３９１－１０７７

洋 酒長掌仏簡西屋
三富生田新道相互タクシー北入る

ＴＥＬ3 2 1 - 0 2 3 0

ス ナソクシヤンテイ
神戸・加納町３丁目布引ピル地下

ＴＥＬ２３］－５２０２

アイー
レストラ易 那

レストラン

鳩７両崖

スナツクン
S I V A C K ＆ I J R I N K ガスライトへ

、
、

ＴＦＩ，２４１－７７２４１

ステーキハウス ザ
生圃神社西門伊藤ピル地下

ＴＥＬ３３１－１４２９

神戸I 1 i 生田瞳加納I w l 3 1 ~ Ｍ１貯地6 1
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